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このメールマガジンは群馬産業保健推進センターのホームページに掲載された 

新着情報や産業保健関連情報等を配信しますので、是非お読み下さい。 

­­<群馬産業保健推進センターからのお知らせ>­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­­ 

１ 労働基準法の一部改正について 

長時間労働は過労死や精神障害の背景となっている。このため、長時間労働を抑制 

し、労働者の健康確保や、仕事と生活の調和（ライフワークバランス）を図ることを 

目的とする労働基準法の一部改正が昨年１２月１２日に公布され、 平成２２年４月１ 

日から施行される。今回の改正内容の概要は次のとおりですが、詳細は下記厚生労働 

省ホームページでご覧頂けます。 

① １ヶ月に６０時間を超える時間外労働を行う場合には、６０時間を超えた時間の 

割増賃金率が５０％に引上げられる。（但し、中小企業は当分の間、引上げを猶予） 

※中小企業とは、 「資本金の額または出資の総額」が小売業・サービス業で５千万 

以下、卸売業１億円以下、上記以外３億円以下、または「常時使用する労働者数」 

が小売業で５０人以下、サービス業・卸売業１００人以下、上記以外３００人以 

下となっている。 

② 「時間外労働の限度基準」（労働省告示）による１ヶ月４５時間を超える時間外労 

働を行う場合の割増賃金率の引上げ（努力義務：２５％以上とする） 

③ 労使協定により、１年に５日を限度として年次有給休暇を時間単位で所得できる 
http://www­bm.mhlw.go.jp/topics/2008/12/tp1216­1.html 

２ 石綿障害予防規則等及び労働安全衛生規則の一部改正について 

厚生労働省では、１月２２日、労働政策審議会に諮問した「石綿障害予防規則等の一 

部を改正する省令案要綱」及び「労働安全衛生規則の一部を改正する省令案要綱」に係 

る答申を得て、石綿障害予防規則等及び労働安全衛生規則の改正を行い、平成２１年４ 

月１日から順次施行する予定です。今回の改正では、建築物の解体等の作業を行う際の 

石綿等の使用有無の事前調査の結果等の掲示、石綿等を使用の断熱材等の除去作業にお 

ける石綿等の切断、穿孔、研磨等の作業についての隔離措置、吹き付けられた石綿等の 

除去作業における電動ファン付き呼吸用保護具等の使用義務や、結核健康診断（労働安 

全衛生規則第４６条）の廃止などが盛り込まれています。詳細は下記厚生労働省ホーム 

ページでご覧いただけます。 
http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/01/h0122­1.html 

３ 平成２０年度産業保健モニター調査について 

標記調査は、独立行政法人となった平成１６年度から導入され、従来以上に利用者の

http://www-bm.mhlw.go.jp/topics/2008/12/tp1216-1.html
http://www.mhlw.go.jp/houdou/2009/01/h0122-1.html


ニーズに即した業務運営を行い、業務の質の向上を図っていくため、日頃、センターを 

利用している産業保健関係者の中から産業保健モニターを選任し、一般的なアンケート 

では得られにくい個別具体的な意見等を把握し、センター業務に反映させていくことと 

するものです。 

本年度は、 ４月にモニターへの就任依頼を行い承諾の得られた１５名 （県下の産業医、 

産業看護職、衛生管理者、労務管理担当者）の方に、１０月に調査票を送付して１２月 

に回答（意見）を頂きました。拝聴したご意見は、今後、センターの業務運営に当たり 

改善等を図っていくことにしております。現在、来年度の事業計画を策定中でもありま 

すので、メールマガジンの読者の方々におかれましても、何かご要望等がございました 

らお寄せ頂きますようお願いいたします。 

４ 当センターで実施の産業保健セミナー（２月～３月予定）のご案内 

（１） 「健康診断診断結果の保健指導（運動指導） 」 

開催日時 ２月１８日（水）１４：００～１６：００ 

開催場所 （財）東日本労働衛生センター 

伊勢崎市戸谷塚町 629­1（tel 0270­32­7575) 
講 師 （財）東日本労働衛生センター スタッフ 

内 容 メタボリックシンドローム対象者及び予備群への運動習慣の必要性 

を考える。 

（２） 「職場復帰の支援」 

開催日時 ３月５日（木）１４：００～１６：００ 

開催場所 ウェルサンピア高崎 

高崎市島野町 1,358（tel 027­353­1107) 
講 師 榎 悦子 相談員 

内 容 職場復帰の支援 

心の健康問題により休業した人の職場復帰をどのように支援すれば 

よいのか、事例を用いて検討します。メタボリックシンドローム対象 

者及び予備群への運動習慣の必要性を考える。 

５ 他機関で実施の研修会等のご案内 

群馬県メンタルヘルスケア研修会 

開催日時 ３月６日（金）１４：００～１６：００ 

開催場所 群馬建設会館 

前橋市元総社町２－５－３（tel 027­252­1666） 

内 容 講 演 

テーマ「職場のメンタルヘルス―職場ストレスの変遷とその対策―」 

講 師 竹内一夫 氏（埼玉大学教育学部教授） 

事例研究 

対 象 者 産業医、衛生管理者、保健師・看護師、人事・労務管理者など 

参 加 費 無 料



問合せ先 群馬県医師会内 

群馬県メンタルヘルスケア研修会 係 

（tel 027­231­5311  fax 027­231­7667） 

６ 小規模事業場産業保健活動支援促進助成金制度（産業医共同選任助成金）のご案内 

従業員５０人未満の小規模事業場が他の事業者と共同して産業医を選任し、 職場巡 

視、健康診断結果に基づく保健指導、健康教育、健康相談等の産業保健活動を実施し 

た場合、その費用の一部を助成する制度でありますが、平成２１年度の申請受付が２ 

月から始まりますので、 協力企業の方々などにご利用の勧奨等を頂きますようお願い 

します。 

①登録申請 

平成２１年２月１日から５月末まで 

個々の事業場による単独申請（新規に導入された）と、事業場グループを形成して 

の一括申請とがあります。単独申請の場合には、業種、抱える産業保健上の課題、 

地理的要件などにより他の事業場との産業医の共同選任を当センターで支援いたし 

ます。 

②登録手続き完了 

平成２１年８月末日まで 

産業医共同選任契約書（写し）の提出により、登録手続きが完了します。なお、契 

約する産業医が探せないときには、当センターにご相談ください。 

③助成金支給要件 

助成金は、事業場において行われた産業医による産業保健活動回数に応じ、下記に 

より支給します。助成機関は３年です。 

産業保健活動１回あたり２１,５００円×各年度４回まで＝８６,０００円（上限） 
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